
さいたま市大宮武道館

①所在地　さいたま市見沼区堀崎町12－36
②施設の設置目的
　　　武道その他のスポーツ及びレクリエーションの振興を図る。
③施設の概要
　　　平成3年3月4日開館　敷地面積　12,238㎡　建物面積　6,462.71㎡
　　　主道場、錬成道場（柔道場・剣道場）、弓道場、会議室　他

株式会社　サイオー

①指定期間
　平成30年4月1日～令和5年3月31日
②指定管理料
　平成29年度：47,078千円、平成30年度：41,514千円、令和元年度：41,470千
円

①運営業務の状況(利用状況含む)
◇利用状況（括弧内は前年度の数値）
　　【利用件数】　13,247 件（14,310件）
　　【利用人数】　199,658人（230,453人）
　　【利用率】主道場：96.8％（95.9％）、第１錬成道場：82.4％（82.2％）、第２錬
道場：68.4％（66.7％）、弓道場：84.9％（84.8％）、会議室：74.5%(69.4％）

◇業務実施状況
　　・利用者登録及び申込み受付業務（施設の利用許可）
　　・公共施設予約システムによる貸出し管理
　　・事業計画書に基づく業務（市民スポーツの普及・支援・指導など）

②維持管理業務の状況
　　・施設管理業務（清掃等）　毎日
　　・消防設備点検業務　年２回
　　・空調設備保守点検業務　年２回
　　・植木剪定業務　年１回
　　・受変電設備点検　年１２回
　　・自動ドア定期点検業務　年１回
　　・自動シャッター定期点検　年１回
　　・ゴミ収集運搬処理業務　週２回
　　・機械警備業務　　毎日
　　・防火対象物点検　年１回
　　・防火基準自主点検　年１２回
　　・非常用予備発電装置点検　年１２回
　　・受水槽点検　年１２回　等

③その他（自主事業等）
　　武道・スポーツ教室（太極拳教室、空手道教室、合気道教室、介護予防教
室、骨盤エクササイズ教室、バトン教室、ヨガ教室、卓球サークル、ピラティス
教室、フィットネスフラダンス教室、はつらつ健康体操教室、キッズHIPHOP教
室、のびのび健康気功教室、弓道初心者教室、柔道初心者教室、減量キャ
ンプ、スポーツストレッチ等）の開催

（5）施設の管理運営の内容

令和元年度指定管理者評価シート

１．管理運営の状況等

（1）施設名

（3）指定管理者

（2）施設概要

（4）指定期間、指定管理料



①収入
　・利用料金収入　　7,750千円（前年度8,531千円）
　・指定管理料　　　41,470千円（前年度41,514千円）
　・その他収入　　　15,623千円（前年度15,105千円）
②支出
　・人件費　　　　　　32,943千円（前年度32,252千円）
　・事務費　　　　　　2,443千円（前年度7,885千円）
　・施設管理費　　　20,138千円（前年度16,603千円）
　・事業費　　　　　　　9,741千円（前年度9,999千円）

・運営初年度ということもあり、上半期に集中的なアンケートを実施し、実現可
能な案件について反映しました。下半期はアンケート開催時期が新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のための臨時休館と重なり、実施していません。

・中央監視システムの全リニューアルにより、感染症対策としての計画的換
気を実現するなど安全運用を飛躍的に高めた。

（指定管理者から提案のあった項目の達成状況）

達成状況

中央監視システムの本格運用により熱中症対策のほか、新型コロナ感染予
防対策として、全自動タイマー運転による換気を可能とした。
館内に２台の新鋭カメラを追加配備し全12台とし、常時映像の録画（３～７日
保存）と事務所内パソコン画面で館内の状況の確認を開始した。

市民大会等での空手競技用公式マットの貸出しや、一般利用団体への簡易
式マットの貸出しを開始した。

全自動タイマー運転による換気設備により、定期的に熱気を外部に排出する
ことによって例年多く発生していた熱中症の救急搬送件数を削減とした（令和
元年度０件）。

（1）指定管理者による評価

空手マット等の配備を行い、利
用者のサービス向上に努め
た。

【市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進】
・公共施設予約システムにて適正に管理するだけでなく、大会等の事前予約は、大会趣旨、参加人数等を聞
き取り、市民の平等利用に努めた。
・「大宮武道館フェスタ」のイベントを開催し、種目間の利用者の交流と、広範な市民参加に寄与した。

【経費の削減】
・事務業務の見直しにより、人的経費の削減を実現した。
・修繕補修の内製化を徹底し、外注経費の削減に努めた。
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止のための臨時休館を利用し、館内のメンテナンスを実行した。

【適正な管理運営の確保】
・前年に引き続き、利用者への積極的な声掛け、笑顔の挨拶を実施し人的関係の構築に努めた。
・館内カメラにて各所を常時リアルタイムで確認し、利用の状況、照明、換気等の適正かつ安全な運用を確保
した。

第二錬成道場（柔道場）の換気
改善を行い、利用しやすい環境
づくりに努めた。

（7）利用者アンケート等による
　　市民からの意見・要望等へ
　　の対応

３．評価

中央監視システム及び監視カメ
ラの更新を行い、施設の安全
管理に努めた。

提案内容

２．提案内容の達成状況

（6）収支状況

（8）その他



（2）さいたま市の評価（評価担当課：スポーツ文化局スポーツ部スポーツ振興課）

（3）来年度の管理運営に対する指導事項等

・利用者の安全確保、利用者の利便性の向上とサービス品質の向上
・利用者アンケートを踏まえた利用者の満足度の向上
・危機管理体制の再確認
・情報セキュリティ体制の再確認

総合評価（B）※A～Ｄ
１　項目別の評価
【市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進】
・監視カメラを設置し、緊急事態に早急に対応を可能とし、安全な施設管理に努めた。

【経費の削減】
円滑で無駄のない予算執行を心がけ、施設修繕の内製化を行い、経費の削減に努めた。

【適正な管理運営の確保】
協定書等に従って業務を適切に履行し、施設点検等を行った。

２　総合評価
他の指定管理経験を生かし、適正な施設管理が行われた。
利用者モニタリング等を積極的に実施し、課題の把握と改善に努めた。


